
 

インドに対する円借款に関する書簡の交換 

（「ムンバイ・アーメダバード間高速鉄道建設計画（第二期）」他６件） 

 

１  本２９日，東京において，日印首脳会談の後，安倍晋三内閣総理大臣及びナ

レンドラ・モディ首相（H.E. Mr. Narendra Modi, Prime Minister of India ）

の立会いの下，我が方平松賢司駐インド大使と先方スジャン・Ｒ・チノイ駐日イ

ンド大使（H.E. Mr. Sujan R.Chinoy, Ambassador Extraordinary and 

Plenipotentiary of India to Japan）との間で，「ムンバイ・アーメダバード間

高速鉄道建設計画（第二期）」他６件の円借款の供与（供与限度額合計３，１

６４億５，８００万円）に関する書簡の交換が行われました。 

 

２ 対象案件の概要 

（１）日本の新幹線システムを導入する高速鉄道建設，「日印新時代」を象徴する旗

艦事業に融資 

 この計画は，インド政府がマハラシュトラ州ムンバイからグジャラート州アー

メダバード間において，日本の新幹線システムを利用して高速鉄道を建設するた

めに同政府に融資するものです。これにより，現行の在来線特急では，ムンバイ

からアーメダバード間約５００キロメートルの移動に約７時間かかるところを，

高速鉄道を利用すると約２時間に短縮される見込みで，高頻度な大量旅客輸送シ

ステムの実現による交通ネットワークの効率化，広範な対象地域の経済開発の促

進に寄与することが期待されます。 

（円借款「ムンバイ・アーメダバード間高速鉄道建設計画（第二期）」，供与限

度額１，５００億円） 

 

（２）メガラヤ州における再生可能エネルギーの推進に資する水力発電所改修に融資 

 この計画は，インド政府がメガラヤ州ウミアム川・ウムトゥル川流域において，

ウミアム・ウムトゥル第３水力発電所２基の改修を実施するために同政府に融資

するものです。現在，水車の損傷等により 1号機では年間約７，６００時間，２

号機では年間約４，０００時間が計画外に発電停止していますが，２０２５年（事

業完成２年後）には，いずれも年間約９０時間に短縮される見込みで，同州の産

業発展及び生活水準の向上に寄与することが期待されます。 

（円借款「ウミアム・ウムトゥル第３水力発電所改修計画」，供与限度額５４億

９，７００万円） 

 

（３）インドにおける日本の経済協力の代表例であるデリーメトロの延伸・拡充に融

資 

 この計画は，インド政府がデリー首都圏において，総延長約１１６キロメート



 

ルの地下鉄を建設するために同政府に融資するものです。これにより，デリーメ

トロ全体における 1日あたりの利用者数は，フェーズ３着工時（２０１２年）の

約１９０万人から約２７０万人へと増加する見込みで，交通混雑の緩和と交通公

害減少に寄与することが期待されます。 

（円借款「デリー高速輸送システム建設計画（フェーズ３）（第三期）」，供与

限度額５３６億７，５００万円） 

 

（４）インド北東部における連結性向上に資する橋梁建設に融資 

 この計画は，インド政府がアッサム州ドゥブリとメガラヤ州プルバリを結ぶ橋

梁等（総延長約２０キロメートル）を建設するために同政府に融資するものです。

これにより，２０３０年（事業完成２年後）の旅客数は新たに年間約２９５万人

を見込み，所要移動時間は最寄りの迂回路経由による約８時間１３分から約２３

分に短縮される見込みで，同地域の経済発展の促進に寄与することが期待されま

す。 

（円借款「北東州道路網連結性改善計画（フェーズ３）（第一期）」，供与限度

額２５４億８，３００万円） 

 

（５）西ベンガル州における再生可能エネルギーの推進に資する揚水発電所建設に融

資 

 この計画は，インド政府が西ベンガル州プルリア郡において，揚水発電所を建

設するために同政府に融資するものです。これにより，２０２９年（事業完成２

年後）には，新たに約 ２８０万世帯分の年間使用電力量に相当する年間発電量

1,803 ギガワットアワーの発電が可能となり同州の産業発展及び生活水準の向上

に寄与することが期待されます。 

（円借款「トゥルガ揚水発電所建設計画（第一期）」，供与限度額２９４億４，

２００万円） 

 

（６）慢性的な交通渋滞が深刻なチェンナイ都市圏における周辺環状道路建設に融資 

 この計画は，インド政府がタミル・ナド州チェンナイ都市圏において，周辺環

状道路（約１３３キロメートル）のうち，市北部のエンノール港へのアクセス道

路となる区間（本線と支線にて構成）を建設するために同政府に融資するもので

す。これにより，２０２５年（事業完成２年後）には，整備区間の本線（約３１．

４キロメートル）の所要時間は現在の約５０分から約２２分に短縮，支線（約２

３．７キロメートル）の所要時間は約３６分から約２２分に短縮される見込みで，

同都市圏の経済発展に寄与することが期待されます。 

（円借款「チェンナイ周辺環状道路建設計画（フェーズ１）」，供与限度額４０

０億７，４００万円） 

 



 

（７）森林面積の減少及び住民の生活環境悪化が進むトリプラ州の植林活動に融資 

 この計画は，インド政府がトリプラ州において，持続的森林管理，水土保全活

動及び生計向上活動を実施するために同政府に融資するものです。この計画には

約２万３千人の地域住民や実施機関職員が参加し，新たに４万２千ヘクタールが

植林されるなど，同地域の森林の質の向上が見込まれ，同州の森林生態系の改善

及び地域住民の生計向上に寄与することが期待されます。 

（円借款「トリプラ州持続的水源林管理計画」，供与限度額１２２億８，７００

万円） 

 

３  供与条件 

（１）上記２（１） 

ア金  利：年０．１％ 

イ償還期間：５０年（１５年の据置期間を含む。） 

ウ調達条件：タイド 

 

（２）上記２（２），（３），（４）及び（５） 

ア金  利：年１．５％（コンサルティングサービス部分は年０．０１％） 

イ償還期間：３０年（１０年の据置期間を含む。） 

ウ調達条件：一般アンタイド 

 

（３）上記２（６） 

ア金  利：年１．４５％（コンサルティングサービス部分は年０．０１％） 

イ償還期間：３０年（１０年の据置期間を含む。） 

ウ調達条件：一般アンタイド 

 

（４）上記２（７） 

ア金  利：年１．２５％（コンサルティングサービス部分は年０．０１％） 

イ償還期間：３０年（１０年の据置期間を含む。） 

ウ調達条件：一般アンタイド 

 

 


